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１ 委員会開会の宣言（上原委員長） ・・・１５時００分 

２ 会議録署名委員の指名（佐藤守委員） 

３ 会議録の承認 

（上原委員長） 第７回定例教育委員会（平成２７年６月２６日開催）の会議録につ

いて、何かご質疑がございますか。 

（一同「なし」の声） 

-会議録どおり承認- 

４ 教育長の報告 

（教育長） 総合教育会議へのご出席ありがとうございました。第７回定例教育委員

会に当たりまして、報告をさせていただきます。 

今年は小中学校ともに来週２４日に終業式を行い夏季長期休業に入り、８月１９日

が２学期のスタートになります。子供たちには元気に夏休みを過ごしていただきたい

ですし、校長先生を初め先生方には、服務規程を遵守する中で交通事故違反がなくリ

フレッシュする機会もあり、２学期以降の学校学級体制の準備、そして自己啓発の機

会になっていただきたいと思っております。 

６月２６日開催の第７回定例会以降の事業についてですが、小中学校の運動会・体

育大会は、６月２７日の啓北中学校山なみ分校と拓勇小学校を最後に、無事行事を終

えることができました。山なみ分校の体育大会は、例年通り地域や卒業生、保護者に
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支えられ、また上原委員長にもお手伝いをいただき開催しております。天気は「どん

より」とした苫小牧らしい天気でありましたが、心のこもった体育大会でありました。

また、これも例年通りですが、１０時過ぎに雨が降りだしましたが、無事に所期の目

的は達成することができたと思います。 

７月１日に高等学校定通教育振興会総会が苫小牧東高校で開催され、監事として出

席しております。ご承知のとおり、定時制や通信教育で勉強をしている高校生を側面

から支えることを目的に、市内の企業と苫小牧工業高校と苫小牧東高校の校長先生な

どで構成されている組織であります。具体的には、スポーツの全国大会などへの出場

に対する支援などを行っております。 

同じく、７月１日に「子どもを守り心を育てる運動結団式」が、雨天により市役所

ロビーで開催されました。総理大臣、北海道知事のメッセージが伝達され、青色回転

灯車両の出発式もとり行われております。 

 ７月４日には、第３回いじめ問題子どもサミットが文化交流センターで開催されて

おります。佐藤守委員にもご参加をいただきました。小学校２４校の児童会代表４８

名と、中学校１４校の生徒会代表２８名でメンバーが構成され、また、苫小牧市立明

野中学校前校長佐々木郁夫生涯学習アドバイザーに全体道徳、講話をお願いし、実行

委員として１４名の先生にもお手伝いをいただいております。実行委員の先生には、

準備や今後の各学校の取り組みへのフォローもお願いしているところであります。 

年々、子供たちの自分の考えを整理し発表する態度、人の話を聞く姿勢、もちろん

話し合いの内容も深まってきており、いじめに対する子供たちの意識が人ごとではな

く、自分たちの身近な問題として位置づけ、解決するのは自分たちという意識が生ま

れていると感じました。各学校の取組では、「給食交流」、「全校交流」、「目を見

て話して仲間づくりをする」、「挨拶により人と人との絆をつくる」、「良いことノ

ート」などが発表され、各学校にこの取組が広がってもらいたいと考えております。 

講師の佐々木先生からは、いじめにつながる日常の心が説明され「いじめにかかわ

るのは特別な人ではない」こと、「自分で自分を支える強い気持ちを持つこと」を含
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め、自己肯定感や自尊心の大切さが話されておりました。そして、子供たちには目に

見える取組を求めておりました。子供たちの積極的な発言を大変頼もしく思い、また、

いじめを自分たちの身近な問題としてとらえている姿が見え、子供たちの取組の意識

の高まりを感じたところであります。 

７月８日に、平成２７年度学校給食会第１回定例理事会が開催され、平成２６年度

の事業内容と決算について承認をいただいております。また、平成２６年度の決算を

受けて、２７年度予算の補正予算案についても承認をいただいております。決算では、

平成２６年度の給食費の収納率は、昨年度より０．３３％向上し９８．５７％になっ

たと報告をしております。今後とも、収納率向上に努めると説明をしております。 

７月１０日に定例校長会が開催され、会議開催の前には胆振教育局の松田総務企画

課長よりコンプライアンス出前講座が開催され、全国の交通事故・交通違反などの状

況、全道の懲戒処分の状況、不祥事防止のための取組事例の紹介、防止のための留意

事項について説明がありました。引き続き、校長会で私からも交通事故・違反につい

ては何度も何度も注意喚起を行うことが必要であるとお話をしております。また、挨

拶の中で、第３回いじめ問題子どもサミットについて、上川管内で発生した通学バス

からの降車時の小学生死亡事故について、定例市議会の一般質問の項目について、命

を大切にする教育の一層の充実についてのお話をいたしました。加えて、岩手県で起

きました中学２年生の痛ましい自殺について、詳細は報道されていませんでしたが、

先生がきちんと相談できる学校体制、雰囲気づくりと、いじめがいつでもどこにでも

あるという学校全体の認識が必要だとお話をしております。 

 ７月１４日、１６日には、今年度の校長採用などにより苫小牧市外に配属された７

名の校長先生を訪問して、激励や情報交換を行いました。規模や地域との関係などそ

れぞれ違いはありますが、全員元気に校長の職務を果たしている様子がうかがえ、本

市での経験を十分活かして活躍いただきたいと伝えてきたところであります。 

 次に、今後の日程でありますが、７月２５日と２６日に文化公園アートフェスティ

バルが開催されます。市民の参加できるワークショップもあり、音楽や美術など多彩
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な催し物が企画されております。 

 ８月７日からの港まつりでは、例年どおり市民踊りの審査員などをお願いしており

ます。よろしくお願いいたします。 

また、本日の会議では教育委員会点検評価・報告書（案）を提出しております。よ

ろしく審議をお願いしたいと思います。 

（上原委員長） ありがとうございました。何かご質問等ございますか。 

（一同「なし」の声） 

５ 議  案 

第１号 平成２７年度教育委員会点検評価・報告書（案）について 

（教育部次長） -平成２７年度教育委員会点検・評価報告書（案）について説明- 

（上原委員長） それでは質疑に付します。何かございますか。 

（佐藤守委員） 最初に、８ページのＮｏ．２の「成果と課題」のところの教育支援

ボランティアなのですが、２１名の方の登録があり３校で活用したとのことですが、

数的に利用した学校が多いのか少ないのか、もっと要望があるけれどボランティアの

方の登録人数と合わなかったのか、その辺がわかれば教えていただきたいです。 

Ｎｏ．５の、外国語担当教員に対する研修講座ということで、苫小牧市はＡＬＴの

外国の先生がおられますが、その方々とのかかわり合いというか、これは取組として

はＮＣＡセンターにお願いしてやっているのですが、そのＡＬＴの先生方とのかかわ

り合い方についてもお聞きしたいなと思います。 

Ｎｏ．６の「成果と課題」のところで、「授業づくりを行った」、「充実が図られ

た」と書いてありますが、全校でやったのか、どのくらいの数をやられているのか、
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具体的な数を知りたいと思います。 

Ｎｏ．７もそうですね。「研修講座には２８名の教職員の参加があった」とのこと

で、防災教育なので、すべての学校で教育されていると思いますが、担当の先生が全

員出られたのかどうかをお聞きしたいです。 

１１ページのＮｏ．１２、幼稚園教育のところですが、幼稚園との連携のところで

具体的な取組内容で「幼稚園を訪問して実施した」とありますが、苫小牧市内の全部

の幼稚園を訪問したのかお聞きしたいと思います。 

１２ページのＮｏ．１４「いじめ・不登校・生徒指導上の諸問題への対策」という

ところで、先ほど教育長からも報告がありましたが、「いじめ問題子どもサミット」

に私も参加して、大変良い成果が上がっていると思います。子供たちについてはここ

に具体的に書いてあるのですが、学校としてとか、先生方の連携とか、この前事件も

ありましたけれど、先生の中とか学校の取組の状況がもしあれば、書かれた方がいい

のではないかと思います。 

１３ページのＮｏ．１７で、「薬物乱用防止教室」というのは、今盛んに小中学校

でやられていると思いますが、前は性に関する教室も学校でやられていたと思います

が、その辺の記述があっても良いのではないかと思いました。 

Ｎｏ．１８のフッ化物洗口の実施ですが、モデル校で実施して、今は１０校と書い

てあるのですが、中にはフッ化物洗口のメリットや安全性の説明についてまだ不安に

思っている父兄がいると聞いておりますので、そのような説明を実施しているのであ

れば、入れた方がいいと思いました。 

１６ページの「学校教育の質を保証する取組の推進」ということで、研修講座を実

施したということで延べ参加人数が書いてあるのですが、成果が上がったということ

を示すために、２５年度と比べて参加人数が増えたとか、具体的に増加したという成

果があることがわかっていれば、それも入れたほうが良いのではないかと思います。 

（指導室長） まず、Ｎｏ．２の教育支援ボランティアの活用による補修学習の推進

の件でございますけども、他の学校から教育支援ボランティア活用の要望がなかった
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ことから、２６年度については３校で合計４名の活用というふうになりました。ただ

し、主に長期休業中に補充的な学習サポートをすべての学校で行いますが、長期休業

中の補充的な学習サポートにおきましては、教育支援ボランティアとは別に、退職校

長会の方から６校が支援を受けていますし、また、昨年度については道の学校サポー

ター派遣事業において学生ボランティア活用校が９校ございました。 

それから、Ｎｏ．５の外国語担当教員に対する研修講座ということで、ＡＬＴとの

講座のかかわりということでご質問いただいておりましたが、昨年度については２名

のＡＬＴがこの講座に参加しております。ただ、ＡＬＴも長期休業を使って帰国した

りする場合がありますので、全員が揃うというのはなかなかできないかなと思います。

基本的に、ＡＬＴとして日常業務をすることと、本研修講座の内容に若干ずれがあり

ますので、かかわり的には難しいのかなという認識でおります。 

Ｎｏ．６のＩＣＴを活用した授業づくりについて、全校で実施されたのかというこ

とでご質問をいただきましたが、ＩＣＴ機器の活用については、すべての学校で取り

組んでいます。書画カメラ等を活用することで、子供の視覚に訴える授業を展開する

ことができますし、このことが授業改善にもつながってきております。 

それから、Ｎｏ．７の防災教育に関しての研修講座に２８名の参加ということで、

これについては、残念ながら各学校で防災教育を担当する係の先生方全員にというわ

けにはいかなかったのですが、防災教育については、日頃より私どもの方から各学校

で特別活動等における教育内容と関連を図りながら、子供の発達段階に応じて行われ

るように指導しているところです。 

Ｎｏ．１２の私立幼稚園との連携についてのご質問ですが、全部の幼稚園を訪問し

たのかということなのですが、この事業自体が、幼稚園からの要請があれば担当の者

が行って教育相談をしたり、あるいは先生方向けにお話をさせていただいたりという

ことですので、昨年度については４園を訪問しました。一昨年は７園だったのですが、

継続して事業を実施しております。 

Ｎｏ．１４のいじめの問題で、学校の取組や先生方の取組も内容として記載しては
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いかがかということでご質問いただいていますが、このことについては、特に「いじ

め問題子どもサミット」のことについて記載しておりますので、もし委員がおっしゃ

るように、学校の取組や先生方の取組も記載するという、そうした成果と課題を記載

するのであれば、教育行政執行方針の内容との整合を図る中で、来年度の教育行政執

行方針に学校の取組ということで先生方の取組が出てくるのであれば、そういうこと

も記載していく必要があると考えています。 

それから、Ｎｏ．１７「健康教育・アレルギー対応」ですが、性に関する指導につ

いては、各学校で教育課程に位置づけて実施しておりますけれども、記載については

先ほどのいじめの問題と同様に次年度以降の教育行政執行方針の内容を踏まえて、こ

の部分についても検討をしてまいりたいと思います。 

最後に、市の教育研究所による教員の指導力向上を目的とした研修講座の実施で、

成果と課題については、昨年度と比べた増減率を示した方が良いのではとのことでし

たが、端的に申し上げまして、研修講座の内容は毎年変わってまいります。学習指導

のための研修講座ですとか、あるいは今日的な教育課題に対応した研修講座、それか

ら夕方に実施しております教員個々のライフステージに応じた課題に対応した「夕べ

の講座」というのは、開催する数や対象の教員が具体的には異なってまいりますので、

そうした参加人数を単純に前年度との増減率で比較するということは、誤解を招くお

それがあるのではないかということがあります。ただ、もう少しわかりやすい方法で

成果と課題を示す必要があるという認識は持っているところでございますので、今後

改善に努めてまいりたいと思います。 

（学校教育課長） 私の方から、学校教育課所管のＮｏ．１８のフッ化物洗口につい

てですが、フッ化物洗口の安全性やメリットについて十分説明しているのかというこ

とですが、昨年度は１０校でフッ化物洗口を実施したのですが、各校において教職員

の説明会と保護者の説明会を実施しております。その部分を記載した方がいいのでは

ないかというお話ですので、検討させていただきたいと思います。 

（佐藤守委員） ありがとうございました。 
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（上原委員長） 他にございますか。 

（佐藤郁子委員） ２点教えていただきたいのですが、１４ページのＮｏ．２０で学

校給食における食物アレルギーの調査を実施し、モデル校の選定を行ったということ

ですが、モデル校において対応食が必要なアレルギーの子供の人数がわかりましたら

教えていただきたいということと、１６ページのＮｏ．２４、学校図書の廃棄のこと

なのですが、廃棄が進んでいる学校と進んでいない学校があると思うのですが、大体

の基準といいますか、求めている充足率はどの程度なのかを教えていただきたいと思

います。 

（第１学校給食共同調理場長） 学校給食でのアレルギー対応についてのお尋ねです

が、昨年９月に卵アレルギーに限定しまして、症状の重い児童生徒の給食の対応につ

いて調査させていただきました。その資料をもとにして、今年度の試行ということで

やろうとしたのですが、その中で卵アレルギーを持っている児童生徒は３６３名いま

して、その中で２３５名については給食では自分でよける等して何らかの対応ができ

るのですが、それ以外の１２８名が対象になるのではないかという形で、今年度のモ

デル校の選定の資料ということにさせていただきました。 

（学校教育課長） 学校図書館の充足率ですが、求めている充足率は１００パーセン

トなのですが、平成２６年度現在、小学校で９校、中学校で１０校が１００パーセン

トを超えている状況です。１００パーセントを超えているというのは、捨てられてい

ないので単純に１００パーセントを超えてどんどん増えている学校もあって、本当に

充実した図書があるのかというところと一致しないと考えています。 

（佐藤郁子委員） ありがとうございます。 

（上原委員長） 他にございますか。 

（植木委員） １２ページのＮｏ．１５について質問させてください。Ｂ評価という

ことなのですが、全不登校児童生徒の適正な把握が進んだと書いてありますが、平成

２６年度の全件数はどれくらいなのか、前年度と比べるとどうなのかということをお

聞きしたいことと、解決の糸口が見出せたとあるのですが、その辺の具体的な件数が
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何件くらいあったのかということもお聞きしたいです。それから、具体的な取組内容

で、大学教授や医療関係者等で構成する不登校問題支援チームによる会議の開催とい

うことが書いてありますが、これは１年間を通して何回くらいあったのか教えていた

だきたいと思います。 

（指導室長） 正確な数字が手もとにございませんが、不登校自体は、平成２６年度

は２２０名前後というふうに押さえております。これについては、２５年度と比較し

て減ってきているということが言えると思います。ただ、数だけ減っているというこ

とで、委員もご承知かと思いますが、長期欠席の報告というのが３２０数名あがって

まいりますし、その中で病欠扱いしている子供もいますので、実際その中に不登校の

子供がいれば、単純に数字を見るだけで減ってきたから良かったというふうにはなら

ないという認識は持っております。それから、実態把握は確かに進んでおります。そ

して、解決の糸口を見出すというのは、どの辺を見出したか見出さないかというライ

ンもあるかと思いますが、不登校相談会や不登校問題支援チームの会議を受けての中

には、８割から９割くらい解決の糸口が見出せるような話し合いになったという印象

を持っております。 

ただ、不登校問題支援チーム会議においても、なかなか切り口が見出せないケース

がありましたが、どうしようもないと棚上げしているようなケースは１ケースもなく、

とにかくテスト的にでもいいからやってみようというような形で進んでおります。 

不登校問題支援チーム会議の開催は、平成２６年度については３回開催されており

ます。 

（植木委員） ありがとうございます。 

（上原委員長） 他にございませんか。それでは質疑がないようですので、原案どお

り決定することでよろしいでしょうか。 

（一同「はい」の声） 
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-原案どおり決定- 

第２号 教育委員会職員の処分について（諮問） 

 （上原委員長） この議案につきましては人事案件でございますので、教育委員会会

議規則第２１条の規定に基づき秘密会としたいと思います。また、この場合、当該議

案の審議を日程の最後に行いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（一同「はい」の声） 

 （上原委員長） それでは、議案第２号を秘密会とすることに決定し、当該議案の審

議を日程の最後に行うことにいたします。 

６ 協  議 

第１号 議会答弁への教育委員のかかわりについて 

（教育部長） -議会答弁への教育委員のかかわりについて説明- 

（上原委員長） 質疑に付す前に、参考として議会開会までのスケジュールがありま

すが、これをもう少し説明した方がわかりやすいかと思うのですが。 

（教育部長） これは、さきの定例会を例にしておりますが、議会開会の８日前に招

集告示がされます。それで、本会議への出席要求通知がございますが、その後、議会

開会の６日前に一般質問内容通告という形で、一般質問される議員さんから議長に対

して質問通告書を提出することとなっております。それを受けまして、私ども教育部
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であれば、教育に関係する質問項目について聞き取りをスタートするという形になっ

ております。議会開会日の前日には部長会議が行われまして、各議員さんの質問内容

について１日かけて勉強会を開いています。この時点で、答弁書が基本的には完成さ

れていることが前提となっております。ただ、最終的には、一般質問通告は議会開会

６日前の正午と決まってございまして、その時点では、議員さんの方から質問の項目

が通知されるということで、私どもが聞き取りに行っても、その当日及び土日はなか

なか聞き取りが難しいということで、実質的には月曜日ころから徐々に質問の内容を

聞き取りながら、答弁書を作成しているというのが現状です。 

（上原委員長） 議会の開会６日前に、一般質問の内容通告がありますよね。それで、

これは各議員が議長に出すわけですが、その内容については即日担当の方に来るので

すか。 

（教育部長） はい。午後１時くらいまでには担当部署の方から周知してくれます。 

（上原委員長） それを受けて月曜日くらいから聞き取りがスタートし、聞き取りを

やった後にですね、担当課の方で精査をしながら答弁書をつくるのだと思いますが、

開会前日までに完成されていなければならないということですが、それより早く完成

することもあるのですか。 

 （教育部長） この参考例でいくと、木曜日が定例会の開会日になってございまし

て、その前日の水曜日に部長会議の中で勉強会がございます。実質議員さんとのやり

取りは、月、火曜日の２日間でやるということになっているのですが、一般質問の順

番が早い議員さんは月、火曜日の２日間で質問内容を固めていらっしゃるのですが、

１７、８人質問者がいる中では、自分の質問が後半の方だと、議会が始まってからさ

らに調整しているというのが現状となっております。 

（教育部次長） 補足ですが、大体２０名前後の一般質問通告書が出た場合ですが、

どうしても質問内容が重複してしまうことがございます。１日目、２日目で同じよう

な一般質問の項目をあげられている方は、そのやり取りを受けて、内容等が一部変わ

ることがあります。 



苫 小 牧 市

（上原委員長） この、部長会議を経たものを教育委員会で検討するかどうか、その

前ですよね。 

（教育部長） 実質的には、議員さんの質問内容を把握して私どもの答弁がはっきり

していれば、教育委員会議を開いて、こういったことで質問を受けてこのようにお答

えしますということができるのですが、実質的には、議会が始まってからもまだ動く

ようなケースがございますので、その中で議員さんの質問を聞き取って、こういった

形でお答えしますという完成形で教育委員会の皆様にお示しするというのは、なかな

か難しいと私どもは思っております。 

（上原委員長） では、ある程度月曜、火曜で聞き取りをして、それが終わってすぐ

担当課の方で答弁内容をつくって、もし教育委員会を開催するとすれば、そのときで

すよね。 

（教育長） 月曜日の夜からとか、火曜日の昼からとかですね。 

（教育部次長） 逆に言うと、常に打ち合わせをしないといけない状態になるという

ことだと思います。 

（教育部長） 一般質問の順番が後半の方は、議会中もずっとお昼休みですとか、３

時の休憩時ですとか、朝ですとか、私ども職員が行って話を伺ったり、質問が変わる

のであればそこを聞き取ったりということを議会中はずっとしています。 

（上原委員長） 事前の質問をされない議員さんもいらっしゃるのですか。 

（教育部長） 私どもの関係では、ないです。 

（教育部次長） もともと、質問通告は詳細にというふうになっているのですが、例

えば教育の問題で「いじめ問題について」という項目でも、その詳細がわからない状

態の中では、聞き取りが必要になってきます。 

（上原委員長） 以前は、議会の申し合わせか何かで、通告内容については具体的に

とあったと思いますが、それは今ないということですね。 

（教育部長） そうですね。例えば「教育について」と書かれても、その通告につい

てのチェックというのは、この資料に載っていますが、今の流れで行きますと、質問
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内容通告がされた後に議会運営委員会が開催され、一般質問の通告内容についてとい

うことで、そこで議論されます。その中で、大きな項目であればもう少し具体的にと

いうような議論が出てきますし、そこで問題がなければ、その質問項目で了解されま

したということで進んでいくことになります。 

（上原委員長） 大体流れがわかりました。どうでしょうか、いろいろなご意見を聞

かせてください。 

（佐藤守委員） 今聞いた中では、１の案はかなり難しいということですね。 

（教育部次長） 質問の内容が固まっている議員さんについてはできるのかもしれま

せんが、通告をされた後、質問の内容が固まるまでの期間が議員さんによってまちま

ちだというところに難しい点があります。 

（教育部長）今回こういった形で私どもに質問された議員さんは、最初から質問の趣

旨が決まっていたので、こういったご指摘をいただくことになったのですが、そうい

う方ばかりではないということですね。 

全国的には、議会開会の１０日前とかに議員さんが一般質問を文章にして、質問内

容等を全部含めて議会に出し、一般質問の１週間前くらいには議会のホームページに

アップされているところもあります。そういった状況でいただけるのであれば、何を

聞きたいかすべてわかるので可能かなと思いますが、なかなか今の苫小牧市の状況で

は、難しいかなと思います。 

（佐藤郁子委員） まちまちな質問内容に対して、こちらはどの辺りまでしっかり答

えなければいけないのかというところが、総意のとらえ方なのですが、意見の統一は

できると思うのですが、総意としてまとめる場合は、まちまちな通告に対してはまと

めにくいということは、返事としてはよろしいことなのでしょうかね。他のところで

はこのようにしているということで、総意を出すために必要な条件が質問内容通告の

中に盛り込まれているのであれば、この案の中から選択はできると思うのですが、議

会中もはっきり決まらないというケースが出た場合は、実際は夜中でも集まって委員

会を開催することはできると思うのですが、書類だけを見ればそのようなことも求め
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られていると解釈していいのかということです。単純に難しいと言っているのか、私

は議会の仕組みが良くわからないのですが、はっきりしない内容をずっと受けつける

ものなのでしょうか。一応日にちが決まっていて、変更というのがあって受けつけて、

教育委員に対しての質問が出た場合は、それに対応するということなのでしょうか。 

（教育部次長） 質問通告された内容を逸脱していなければ、質問の項目が増えたり

減ったりということがあれば、それが確認できた時点で対応します。そのとおりの回

答ができるかというのは、また別な話になります。 

（佐藤郁子委員） 内容によりけりということですね、わかりました。 

（佐藤守委員） ２の送付するというのは、どのような形の送付を考えていますか。 

（教育長） 時間的なことを考えると、ＦＡＸかメールになると思います。 

活字にするとわかりづらいのですが、私がＡという答弁をしたときに、２回目の質

問で、そのＡという答弁は委員長もそう思っているのかと聞かれたときですね。もし

くは、各委員もそう思っているのかと聞かれたときに、これは私の権限で答えました

と言うのか、それについては聞いていないのでわかりませんと言うのか、昨日ＦＡＸ

をして意思の統一を図ってＡですと答えるのか。この中のどれをとるのかということ

です。 

ものの重大さによって、わかりやすい例を挙げると、(３)の学校の設置や廃止に関

することというのは教育委員会で決めることですから、私がどこどこの学校を廃止し

ますと仮に言ったとすると、それは教育委員会で決めたことなのかと聞かれます。い

いえ、まだ決めていませんということにはならないわけです。廃止したいと思ってい

ると言ったときに、どこまでコンセンサスが取れているのかと質問をされたら困ると

いうことです。通常であれば、そういうときはまだ協議中ですと、突然振られた場合

はそう答えるのでしょうが、随所に教育委員なり教育委員長と意見の交換をして、き

ちんと統一した見解があるのかというとらえ方をするということですね。 

（上原委員長） 提出案件に関しては、あらかじめ教育委員会でやっていますから、

それは問題ないですよね。そうすると、一般質問とか代表質問の場合ですよね。 
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（教育長） 結局は、臨機応変に対応するしか答えはないんですよね。原則的には、

委任事項の中で答弁をする。もしも協議が必要であるとか、教育長の権限に属さない

ことであれば、それは答えられないのか。緊急に会議を開いたり意思統一を図ったり

して対応するという考えだと思います。現行どおりというのは、どうなんでしょう。

できる限り意思の統一を図りながら答えるということですかね。 

（上原委員長） 「現行どおり」という言葉をカットすればいいんじゃないですか。 

（佐藤郁子委員） 結局臨時の委員会も開きますので、１カ月に１回しか開かれてい

ないと思われて質問をされているのであれば、そうではないわけですから。「現行ど

おり」を取って「臨時委員会を開催し」くらいを入れてもよろしいのではないでしょ

うか。これは、スケジュールの中に入るかどうかとなってくると、時間その他はすぐ

には決められないと思いますけれど。 

（上原委員長） それとあわせて、一般質問通告書については、即日通告内容が通知

されることになっていますから、一般的に周知しても良いということだろうと思うの

ですが、これは、議会運営委員会を通過しなくても大丈夫なのですかね。 

（教育部次長） 正式には、公開で開催される議会運営委員会においてどのような質

問を受けたのかということが初めて周知されます。前日の正午に議長に出されている

のは、あくまでも議長に対して出しているということです。それは、公ということに

はならないと思います。 

（上原委員長） 関係機関に対しては、議会運営委員会を経なくてもその通知があっ

た段階で周知しても良いものなのでしょうか。要するに、各委員に知らせてもいいの

かということなんです。議会運営委員会を経ないと知らせることができないのか、そ

れとも通告があった段階で知らせてもいいのか。 

（教育部次長） 議会運営委員会の資料としては正式に公になったものですが、その

前までは、議員さんから聞き取りをした中でこういう質問が出そうだという情報提供

はできると思いますが、正式なものではないです。 

（教育長） 金曜日の１３時とか１４時には、情報を入れることができます。ただ、
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それが何かということは、その時点ではまったくわからないです。 

（上原委員長） わからないですが、各委員が見た中で、これは教育に関係ありそう

だとかわかるものとわからないものがあるんですが、わかるものはありますよね。そ

の内容について、各委員さんに連絡をしたらどうですかね。それで、後は教育長が許

可されている委任のもとで答弁を行って、必要に応じて各委員に連絡・調整を行った

り、そういうふうな形をとると。その質問内容については各委員さんは知っていると

いうことにしたらどうですか。 

（教育長） そうですね。質問通告の中で教育行政についてということがはっきりわ

かるものについては、ＦＡＸかメールかで情報提供するということですね。 

（佐藤守委員） ２と３を合体させればいいのでは。 

（上原委員長） そこら辺を確認してもらって、遅くても月曜日の議会運営委員会が

終わった後は、情報提供が可能だと思います。そうなると、２つ合わせて２番３番と

同じですね。 

（教育長） そのようなことで整理します。 

（上原委員長） よろしいですか。 

（一同「はい」の声） 

（上原委員長） それでは、他に質問等ないようですので、質疑を終結いたします。 

７ そ の 他 

   （１）平成２６年度の指定管理者モニタリング総合評価結果について 

（生涯学習主幹） －平成２６年度の指定管理者モニタリング総合評価結果について
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説明－ 

（上原委員長） 何かご質疑ございますか。 

（佐藤守委員） ３館の自主事業だけ注目して見たのですが、文化会館は自主事業に

未実施があってそれを反省されていると思うのですが、自主事業収入が、文化会館は

ゼロ、文化交流センターがかなりあって、図書館は若干あるのかな。図書館は自動販

売機やコピーサービスが自主事業ということだと思うのですが、文化会館は実際何か

自主事業をやられているのでしょうか。これだけを見てもわからないので、そこだけ

確認させていただきたいと思います。 

（生涯学習主幹） 文化会館の自主事業につきましては、小中学生の無料ピアノ練習

会ですとか、小学生を対象としたフラワーアレンジメント教室、幼稚園児との花壇づ

くり、親子の陶芸教室、高校生を対象とした舞台監督の養成講座など、既存の施設を

有効活用した中での事業展開は実施されております。 

（佐藤守委員） 無料でやっているので、収入はないということですね 

（生涯学習主幹） はい、自主事業につきましては、決算の中では指定管理者の収益

という形になるので、基準管理費用のところの決算とは別になるので、こちらの決算

には計上されてこないものになります。そこを指定管理費だけで計上する、自主事業

を収支として出すというところについては、指定管理者の裁量になります。 

（佐藤守委員） ないのであれば、最初から実績シートに自主収入事業と載せないほ

うが良いような気がするのですが。それを載せた方が良いのか、載せないで売り上げ

を上げた方が良いのか、どうなんでしょうね。 

 （上原委員長） これは、指定管理の制度の中で決まっているのですよね。 

 （生涯学習主幹） はい、収支の決算報告書につきましても、市で様式を決めたもの

を使用していただいているので、こういった空欄の部分が発生することもあります。 

 （教育部長） 行政監理室の主導で提出してもらっているものですので、今の話を聞

くと、文化会館は自主事業をやっているけれども収支はここの表には書いていない。

文化交流センターは、収支とも自主事業の収支を書いているということで、バランス
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が悪いですよね。 

 （佐藤郁子委員） 図書館は、多分全部指定管理費の中に入っているんでしょうね、

自主事業の収入というところもないので。指定管理者のやり方なのだと思います。 

 （生涯学習主幹） 図書館につきましては、収支の中には自主事業の経費は入ってい

ない形となっています。 

 （佐藤郁子委員） そうなのですね。 

 （教育部長） 行政監理室の方に、その辺の疑義があったということで、ちょっと検

討してもらうように伝えてみます。 

 （上原委員長） 指定管理の制度を受けている施設は、教育委員会は結構多いのです

が、他でもあると思うんですね。そこも全部同じような形なのか、それも含めて問い

合わせをしてみてもらえますか。 

 （教育部長） 了解いたしました。 

 （上原委員長） 指定管理者にとって、一番力を入れた方が良いのは自主事業なんで

す。やはり、運営をしなければなりませんので、どこでいろいろなものを出すかとい

うと、自主事業が大きなウェイトといいますか重要なポイントを占めるものですから、

そういう面でいくと、自主事業の部分がどのくらいあるかわかった方が良いような気

がします。ということで、よろしいでしょうか。 

（一同「はい」の声） 

（上原委員長） それでは、他に質問等ないようですので、質疑を終結いたします。 

 （２）平成２７年度北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会について 

（総務係長） -平成２７年度北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会について説
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明- 

（上原委員長） 何かご質問ございますか。では、私から１点。翌日のトヨタ自動車

の視察ですが、我々委員は直接トヨタに行くのでしょうか。それとも、バスで行くの

でしょうか。 

（総務係長） バスでご案内できますし、私どもの公用車でもご案内できます。後日、

ご相談させていただきます。 

（上原委員長） わかりました。それでは、よろしいですか。 

（一同「はい」の声） 

（上原委員長） 質問等ないようですので、質疑を終結いたします。先ほど秘密会で

行うということにいたしました議案第２号の審議を行いたいと思いますので、関係者

以外は退席をお願いいたします。 

-原案どおり決定- 

８ 委員会閉会の宣言（上原委員長）・・・１６時３４分 


